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【
論
文
概
要
書
】 

禅
那
院
珍
海
已
講
の
浄
土
教
思
想 

成
瀬 

隆
順 

  

鎌
倉
仏
教
興
隆
の
嚆
矢
と
な
っ
た
法
然
に
よ
る
浄
土
教
団
成
立
の
背
景
に
、
南
都
三
論
系
浄
土
教
の
影
響
が
あ
っ
た
こ

と
は
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
如
何
な
る
契
機
で
法
然
浄
土
教
は
誕
生
し
た
の
か
。
そ
の
一
助
と
考
え
ら
れ
る
南
都
浄

土
教
の
思
想
検
討
を
通
じ
、
法
然
浄
土
教
成
立
へ
の
思
想
的
転
換
の
端
緒
を
探
る
こ
と
が
、
珍
海
（
一
〇
九
二
（
一
説
に

は
一
〇
九
一
）
〜
一
一
五
二
年
）
の
浄
土
教
思
想
研
究
へ
対
峙
す
る
当
初
の
動
機
で
あ
っ
た
。 

 

近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
珍
海
研
究
が
、
画
僧
と
し
て
の
一
面
を
吟
味
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
興
趣
が
尽
き
な
い
。

東
大
寺
東
南
院
の
覚
樹
に
師
事
し
て
三
論
を
学
び
、
併
せ
て
倶
舎
・
法
相
・
因
明
・
華
厳
・
密
教
・
浄
土
教
な
ど
も
修
学

し
、
数
々
の
著
作
を
残
し
た
碩
学
と
し
て
名
を
馳
せ
た
珍
海
が
、
「
天
下
第
一
の
絵
師
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
珍
海
研
究

の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
小
野
玄
妙
氏
に
と
っ
て
も
俄
に
は
信
じ
難
い
事
実
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
絵
師
と
し
て
勝
れ

て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
父
が
土
佐
派
の
始
祖
と
も
さ
れ
る
絵
師
で
従
五
位
上
内
匠
頭
で
あ
っ
た
藤
原
基
光
で
あ
り
、
『
尊

卑
分
脈
』
の
上
で
も
珍
海
の
名
前
の
傍
ら
に
「
絵
師
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
史
実
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
と

し
て
は
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
所
蔵
の
「
五
方
曼
陀
羅
」
中
の
南
方
図
や
「
聖
天
図
」
、
醍
醐
寺
三
宝
院
の
十
二
天
図
を

写
し
た
珍
海
筆
と
さ
れ
る
「
十
二
天
図
像
」
の
模
写
な
ど
が
伝
わ
る
。
ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
東
大
寺
「
法
華

堂
根
本
曼
荼
羅
」
は
久
安
四
年
（
一
一
四
七
）
に
珍
海
に
よ
り
補
修
さ
れ
た
こ
と
が
裏
書
き
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
画

僧
と
し
て
天
下
第
一
と
評
さ
れ
た
珍
海
に
と
っ
て
観
察
力
、
描
写
力
、
空
間
構
成
力
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
能
力
は
他
方
、
学
僧
と
し
て
の
研
鑽
に
も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

さ
て
、
翻
っ
て
彼
の
浄
土
教
思
想
の
研
究
に
論
点
を
移
し
て
み
た
い
。
井
上
光
貞
氏
は
珍
海
と
同
じ
く
東
大
寺
で
活
躍

し
た
永
観
と
法
然
の
間
に
あ
っ
た
彼
の
思
想
の
歴
史
的
意
義
を
「
凡
下
の
も
の
も
口
称
に
よ
っ
て
百
即
百
生
し
う
る
か
を

善
導
・
道
綽
に
求
め
よ
う
と
し
た
法
然
の
発
想
と
は
、
ほ
と
ん
ど
寸
分
違
わ
ぬ
ほ
ど
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
研
究
を
通
し
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
善
導
集
記
『
往
生
礼
讃
偈
』
所
説

の
「
百
即
百
生
」
の
文
言
を
も
っ
て
、
法
然
は
専
修
念
仏
の
樹
立
に
邁
進
し
た
の
に
対
し
、
「
凡
夫
の
行
者
は
専
修
得
難

し
」
と
捉
え
る
珍
海
は
、
ま
っ
た
く
逆
の
発
想
で
凡
夫
す
な
わ
ち
下
輩
人
の
雑
修
に
よ
る
化
土
往
生
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
彼
の
浄
土
教
思
想
の
根
幹
を
な
す
主
張
で
あ
り
、
珍
海
に
と
っ
て
は
現
実
的
な
解
決
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
敢
え
て
雑
修
を
選
ん
だ
こ
と
は
余
り
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
観
点
で
も
あ
る
。 

 

本
論
稿
の
主
な
論
点
は
以
下
の
五
つ
に
な
る
。
第
一
章
で
は
珍
海
の
伝
歴
に
関
し
て
今
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
を
用
い
て
考
察
を
施
し
、
加
え
て
彼
の
浄
土
教
に
関
す
る
主
要
な
著
作
で
あ
る
『
決

定
往
生
集
』
の
構
成
と
引
用
文
献
に
対
し
て
概
説
す
る
。
第
二
章
で
は
「
機
根
・
行
位
論
」
と
題
し
珍
海
の
凡
夫
観
と
逆

謗
除
取
釈
に
対
す
る
解
釈
を
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
「
信
の
問
題
」
と
し
て
『
決
定
往
生
集
』
に
示
さ
れ
る
信
心
と
決

定
の
関
係
性
、
な
ら
び
に
「
信
心
決
定
義
」
に
説
か
れ
る
「
暫
信
」
の
解
明
を
行
う
。
第
四
章
「
菩
提
心
正
因
説
」
で
は

吉
蔵
等
の
先
学
に
倣
い
正
因
と
す
る
菩
提
心
の
易
行
化
を
模
索
す
る
珍
海
の
姿
勢
を
考
察
す
る
。
第
五
章
「
念
仏
観
」
で

は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
注
目
し
て
い
る
善
導
集
記
『
観
無
量
寿
経
疏
』
巻
四
「
散
善
義
」
引
用
に
関
し
て
、
決
定
業
と

し
て
の
念
仏
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
珍
海
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
意
業
を
導
く
口
業
の
称
名
念
仏
の
考
究
も
行

っ
た
。
加
え
て
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
第
十
八
、
十
九
、
二
十
願
の
い
わ
ゆ
る
生
因
願
に
対
す
る
三
輩
の
配
当
を
検
討
し
、

珍
海
が
「
順
彼
仏
願
故
」
の
願
を
二
十
願
と
し
た
理
由
の
解
明
に
努
め
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
禅
那
院
珍
海
已
講
の
浄
土
教
思
想
研
究
は
浄
土
宗
学
や
真
宗
教
学
、
も
し
く
は
そ
の
流
れ
を
受
け
た
考
究

が
主
で
あ
り
、
必
然
的
に
偏
依
善
導
を
標
榜
し
た
法
然
の
思
想
と
の
対
比
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
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が
ら
、
時
代
的
に
も
珍
海
は
法
然
に
先
行
す
る
の
で
あ
り
、
法
然
的
な
観
点
で
珍
海
の
浄
土
教
思
想
を
把
握
す
る
こ
と
は

危
惧
す
べ
き
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
可
能
な
限
り
先
入
観
を
排
し
て
珍
海
の
浄
土
教
思
想
を
捉
え
直
す
こ
と

こ
そ
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
解
決
方
法
で
あ
る
と
考
え
た
。
本
論
稿
で
は
主
に
文
献
学
的
な
資
料
の
読
解
を
中
心
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
余
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
視
点
、
す
な
わ
ち
彼
の
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
浄
影
寺
慧
遠
や
、
中
国

三
論
の
大
成
者
で
あ
る
嘉
祥
大
師
吉
蔵
ら
の
思
想
に
よ
る
検
討
を
通
じ
、
『
決
定
往
生
集
』
を
中
心
と
し
た
珍
海
の
浄
土

教
関
連
の
典
籍
を
分
析
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
以
下
、
各
章
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
事
項
を
章
毎
に
ま
と
め
て
記
し
、

そ
の
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
彼
の
浄
土
教
思
想
の
特
徴
を
総
説
す
る
。 

  

第
一
章
で
は
珍
海
の
伝
歴
に
関
し
て
、
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
の
註
釈
書
と
し
て
代
表
的
な
、
円
智
・
義
山
の
手
に

よ
る
『
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
（
以
下
『
翼
賛
』
）
』
（
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
成
立
）
を
用
い
て
考
察
を
施
し
、

加
え
て
現
存
す
る
珍
海
の
著
作
を
先
行
研
究
を
参
考
に
一
通
り
概
説
し
た
。
ま
た
、
彼
の
浄
土
教
に
関
す
る
主
要
な
著
作

で
あ
る
『
決
定
往
生
集
』
の
構
成
と
引
用
文
献
に
関
し
て
も
検
討
し
て
い
る
。 

 

伝
歴
に
関
す
る
考
察
と
し
て
は
、
珍
海
の
『
菩
提
心
集
』
を
註
釈
し
た
『
夾
註
菩
提
心
集
』（
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）

刊
行
）
で
は
、
珍
海
を
園
氏
の
系
列
と
す
る
誤
伝
を
記
載
す
る
『
本
朝
高
僧
伝
』
を
補
う
か
た
ち
で
、
註
者
で
あ
る
宝
洲

は
「
大
系
図
」
す
な
わ
ち
『
尊
卑
分
脈
』
に
お
い
て
魚
名
公
よ
り
十
一
代
後
、
絵
師
で
あ
っ
た
基
光
の
子
と
し
て
東
大
寺

珍
海
已
講
の
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
実
際
に
は
『
翼
賛
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
先
行

研
究
で
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
た
だ
ひ
と
り
『
翼
賛
』
に
言
及
す
る
平
子
鐸
嶺
氏
も
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
翼
賛
』
に
「
一

書
云
」
と
す
る
二
件
の
引
用
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
『
本
朝
画
史
』
と
聖
冏
の
『
伝
通
記
糅
鈔
』
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
『
本
朝
画
史
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
る
珍
海
の
伝
歴
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
『
翼
賛
』
に
も
確
認

で
き
る
。
『
翼
賛
』
で
は
「
然
る
に
其
の
蹴
ら
る
る
所
の
痕
甚
だ
痛
み
て
遂
に
死
に
至
る
。
」
と
記
す
箇
所
が
、
『
本
朝
画

史
』
な
ら
び
に
そ
れ
を
引
用
す
る
『
夾
註
菩
提
心
集
』
で
は
、
「
然
る
に
其
の
図
す
る
所
の
画
の
痕
甚
だ
多
し
。
珍
と
し

て
今
に
至
る
。
」
と
相
違
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
平
子
氏
は
『
翼
賛
』
の
記
載
は
古
い
伝
説
を
記
し

た
だ
け
で
あ
り
、
事
実
に
も
と
づ
い
て
い
な
い
と
一
蹴
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
子
氏
が
別
の
箇
所
で
引
用
す
る
『
醍

醐
新
要
録
』
や
『
秘
抄
見
聞
』
に
は
、
清
瀧
の
使
者
と
名
乗
る
甲
冑
を
つ
け
た
多
数
の
武
者
が
珍
海
を
「
深
砂
川
」
に
投

入
れ
る
夢
を
見
た
後
に
珍
海
が
亡
く
な
っ
た
と
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
年
）
の
『
秘
鈔

問
答
』
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
是
れ
則
ち
清
瀧
の
神
罰
な
り
。
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
清
瀧
、
す
な

わ
ち
醍
醐
寺
の
守
護
女
神
で
あ
る
清
瀧
権
現
に
よ
る
神
罰
と
の
記
載
は
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
で
は
観
修
寺
覚
信
法
務
に
秘

曼
陀
羅
の
「
紙
形
」
を
見
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
『
翼
賛
』
に
示
さ
れ
る
珍
海

二
人
説
と
と
も
に
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
珍
海
の
浄
土
教
思
想
が
ど
の
よ
う
な
思
想
系
譜
を
基
盤
と
し
て
構
築
さ
れ
た
か
を
把
握
す
る
た
め
に
『
決
定
往

生
集
』
に
引
用
さ
れ
る
諸
経
論
、
註
釈
類
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
中
、
註
釈
類
の
分
析
と
し
て
は
、
引
用
回
数
が
多
い

順
に
吉
蔵
撰
『
観
経
義
疏
』
十
七
回
、
迦
才
撰
『
浄
土
論
』
十
五
回
、
浄
影
寺
慧
遠
撰
『
観
経
義
疏
』
十
四
回
で
あ
っ
た
。

以
下
、
道
綽
撰
『
安
楽
集
』
と
懐
感
撰
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
が
同
じ
く
十
回
、
慧
遠
撰
『
無
量
寿
経
義
疏
』
と
曇
鸞
註
解

『
往
生
論
註
』
も
同
じ
く
六
回
と
続
く
。
も
っ
と
も
善
導
の
著
作
を
合
算
す
る
と
十
一
回
で
あ
り
、『
安
楽
集
』
、
『
群
疑

論
』
を
越
え
る
数
と
な
る
。
表
立
っ
た
数
値
か
ら
判
断
す
れ
ば
吉
蔵
、
迦
才
、
慧
遠
の
影
響
が
強
い
と
考
え
て
良
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
珍
海
の
『
決
定
往
生
集
』
中
に
は
孫
引
き
が
認
め
ら
れ
、
表
面
上
の
書
名
の
記
載
だ
け
で
は
正
確
な
引

用
の
回
数
は
計
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
。
た
だ
、
孫
引
き
が
確
認
で
き
る
の
は
『
法
鼓
経
』
、『
占
察
経
』、『
般
舟

三
昧
経
』、『
十
往
生
経
』
等
の
引
用
回
数
が
少
な
い
経
典
類
で
あ
り
、
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
経
論
や
註
釈
類
の
引
用
傾

向
を
妨
げ
る
程
の
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 
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第
二
章
で
は
、
珍
海
の
凡
夫
観
と
逆
謗
除
取
釈
に
対
す
る
解
釈
を
検
討
し
て
い
る
。
浄
土
教
に
お
い
て
凡
夫
観
を
論
じ

る
際
に
は
、
鎌
倉
期
以
降
の
浄
土
教
家
は
、
唐
の
善
導
集
記
『
観
経
疏
』
巻
四
「
散
善
義
」
で
示
さ
れ
る
三
心
釈
中
、「
信

機
」
と
「
信
法
」
に
深
心
を
分
か
つ
「
二
種
深
信
」
の
記
述
を
重
視
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
決
定
往
生
集
』
で
は
こ
の

説
を
用
い
ず
、
同
じ
く
善
導
集
記
『
往
生
礼
讃
（
以
下
『
礼
讃
』
）
』
「
三
心
釈
」
中
の
「
深
心
釈
」
に
見
え
る
ほ
ぼ
同
趣

旨
の
文
を
依
用
し
て
い
る
。
こ
の
『
礼
讃
』「
深
心
釈
」
の
引
用
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
決
定
往
生
集
』
に
見

ら
れ
る
凡
夫
観
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
珍
海
は
決
定
往
生
の
因
と
し
て
衆
生
に
本
来
備
わ
る
仏
性
と
宿
善
を
認
め
る

た
め
、
「
出
離
の
縁
有
る
こ
と
無
し
」
と
す
る
『
観
経
疏
』
で
は
齟
齬
を
き
た
し
、
敢
え
て
用
い
な
か
っ
た
と
の
従
来
説

が
一
つ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
『
往
生
要
集
』
と
同
じ
く
、
上
品
上
生
の
み
に
限
ら
れ
な
い
『
礼

讃
』
「
深
心
釈
」
の
引
用
が
な
さ
れ
る
の
は
、
下
品
下
生
の
世
俗
の
凡
夫
が
、
疑
心
無
く
し
て
往
生
す
る
こ
と
を
主
に
示

す
た
め
で
あ
り
、
坪
井
俊
映
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
に
説
か
れ
る
「
信
仏
因
縁
」
の
「
信
」
を
解
明

す
る
た
め
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
『
決
定
往
生
集
』
の
主
題
で
あ
る
「
信
心
」
の
論
証
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
決
定
を
信
の
相
と
定
義
付
け
る
珍
海
に
と
っ
て
、
「
信
仏
因
縁
」
を
重
視
す
る
曇
鸞
の
他

力
思
想
は
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
劣
な
が
ら
も
自
力
を
認
め
る
珍
海
の
立
場
上
、
や
は
り
「
出
離
の
縁
有
る
こ

と
無
し
」
と
す
る
『
観
経
疏
』
よ
り
も
、「
善
根
薄
少
」
と
す
る
『
礼
讃
』
の
引
用
が
適
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

確
か
に
、
『
礼
讃
』
引
用
の
後
に
珍
海
が
「
既
に
具
足
煩
悩
の
凡
夫
と
言
ふ
、
直
ち
に
是
れ
常
没
世
俗
凡
夫
往
生
す
る

こ
と
を
得
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
善
導
的
な
凡
夫
性
の
自
覚
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
受

け
取
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
の
よ
う
に
善
導
の
凡
夫
観
を
受
容
し
て
い
る
と
の
考
え
に
は
首
肯
し
難
い
部
分
が
残

る
。
と
い
う
の
も
、『
決
定
往
生
集
』
の
中
心
と
な
る
「
第
五
修
因
決
定
」
で
は
、『
観
経
』
所
説
の
三
心
に
対
す
る
釈
義
と

し
て
浄
影
寺
慧
遠
の
「
三
心
釈
」
を
用
い
る
の
で
あ
り
、
『
礼
讃
』
の
引
用
も
至
誠
心
、
回
向
発
願
心
の
前
後
二
心
を
省

略
し
て
の
引
用
で
あ
る
。
恵
谷
氏
な
ど
の
言
う
よ
う
に
「
善
導
の
凡
夫
性
の
自
覚
思
想
を
受
容
し
て
」
『
礼
讃
』
の
「
深

心
釈
」
を
引
用
し
た
の
な
ら
ば
、
善
導
の
「
三
心
釈
」
と
は
異
な
っ
た
慧
遠
の
三
心
解
釈
を
依
用
す
る
こ
と
は
理
に
適
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
自
ら
を
軽
ん
じ
る
こ
と
を
誡
め
、
尚
か
つ
劣
な
が
ら
も
自
力
を
認
め
る
姿
勢
か
ら
も
、
「
信
機
」
に

対
す
る
留
意
は
さ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
「
専
修
」
を
標
榜
す
る
「
信
機
」
、
「
信
法
」
の
「
二
種
深
信
」
を

重
ん
じ
る
法
然
以
降
の
鎌
倉
浄
土
教
と
は
異
な
り
、
自
身
だ
け
で
は
出
離
の
縁
が
無
い
と
す
る
善
導
的
な
凡
夫
観
は
有
し

て
い
な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節
で
は
、
五
逆
罪
と
誹
謗
正
法
の
罪
を
犯
し
た
者
を
除
く
と
す
る
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
と
、
十
悪
五
逆
を
犯

し
た
者
で
さ
え
救
済
さ
れ
る
『
観
経
』
下
品
下
生
の
経
説
の
相
違
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
逆
謗
除
取
釈
の
検
討
も
施
し
た
。

そ
の
導
入
で
、
慧
遠
述
『
大
乗
義
章
』
巻
十
七
末
「
賢
聖
義
」
の
説
示
に
よ
り
、
善
趣
位
は
外
凡
の
十
信
の
位
に
あ
た
り
、

そ
の
善
趣
位
に
入
る
以
前
の
位
が
常
没
位
で
あ
る
と
の
定
義
を
確
認
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
そ
の
慧
遠
が
示
す
人
（
善

趣
・
常
没
）
・
行
（
定
善
・
散
善
）
二
種
の
立
場
に
よ
る
『
無
量
寿
経
義
疏
』
と
『
観
経
義
疏
』
の
解
釈
を
珍
海
が
独
自

に
組
み
合
わ
せ
、
『
決
定
往
生
集
』
中
の
五
逆
人
の
往
生
得
失
を
論
じ
る
説
示
が
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

  

第
三
章
で
は
「
信
の
問
題
」
と
し
て
『
決
定
往
生
集
』
に
示
さ
れ
る
信
心
と
決
定
の
関
係
性
、
な
ら
び
に
「
信
心
決
定

義
」
に
説
か
れ
る
「
暫
信
暫
不
信
」
の
解
明
を
行
っ
て
い
る
。 

 

第
一
節
で
は
、
珍
海
が
序
論
の
「
信
心
決
定
義
」
の
文
脈
で
「
無
疑
と
は
即
ち
信
な
り
。
決
定
の
称
な
り
。
」
と
述
べ
、

ま
た
「
第
二
正
果
決
定
」
で
「
信
は
是
れ
決
定
の
義
な
る
が
故
に
、
信
に
約
し
て
決
定
を
明
か
す
。」
と
示
す
よ
う
に
、

信
と
決
定
を
同
義
と
捉
え
て
い
る
解
釈
の
論
拠
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
説
か
れ
る
信
の

十
種
義
の
第
二
に
「
二
に
は
決
定
の
義
。
能
く
心
性
淳
に
し
て
堅
固
に
至
ら
し
む
る
が
故
に
。」
と
解
説
し
、
信
に
「
決

定
」
の
語
義
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
珍
海
に
よ
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
依
用
は
積
極
的
に
認
め
ら
れ
な
い
が
、
空
海

撰
『
三
昧
耶
戒
序
』
に
も
『
釈
摩
訶
衍
論
』
所
説
の
信
の
十
種
義
が
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
醍
醐
寺
三
宝
院
定
海
よ
り
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密
教
を
付
法
さ
れ
た
珍
海
が
、『
三
昧
耶
戒
序
』
に
よ
っ
て
こ
の
説
を
受
容
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。 

 
次
に
、
浄
影
寺
慧
遠
と
吉
蔵
の
著
述
を
中
心
に
、
信
心
と
決
定
を
同
義
と
す
る
文
献
の
検
証
を
行
っ
た
。
吉
蔵
撰
『
勝

鬘
宝
窟
』
や
慧
遠
撰
『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
の
説
示
も
確
認
し
つ
つ
、『
大
乗
義
章
』「
四
不
壊
浄
義
」
に
、
仏
・
法
・
僧

の
三
宝
と
戒
に
対
す
る
四
つ
の
不
壊
浄
を
説
く
論
述
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
考
察
の
結
果
、
『
成
実
論
』
の

「
四
信
」
の
説
示
を
も
と
に
、
慧
遠
が
『
大
乗
義
章
』
の
「
四
不
壊
浄
」
の
項
に
お
い
て
敷
衍
し
た
、
法
に
お
い
て
決
定

す
る
こ
と
を
名
づ
け
て
信
と
す
る
解
釈
が
、
珍
海
の
説
示
の
論
拠
と
し
て
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

加
え
て
、
信
に
決
定
の
語
義
が
有
る
か
否
か
の
考
証
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
理
解
で
き
た
こ
と
は
、
信
に
は
少

な
く
と
も
「
決
了
」
と
「
必
定
」
と
の
二
つ
の
性
質
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
信
楽
峻
磨
氏
は
「
仏
教
に
お

け
る
信
に
は
、
基
本
的
に
は
三
宝
・
四
諦
な
ど
に
対
し
、
そ
れ
を
対
象
的
に
捉
え
て
明
確
に
信
認
し
決
定
す
る
と
こ
ろ
の

心
的
作
用
と
、
澄
浄
安
穏
な
る
心
の
状
態
を
意
味
す
る
も
の
と
の
二
つ
の
性
格
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
珍
海
の
信

心
の
定
義
に
お
け
る
不
確
実
性
の
要
因
は
、「
決
了
」
し
た
後
に
、
澄
浄
な
状
態
と
し
て
「
必
定
」
と
な
る
信
の
二
面
性

に
因
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節
で
は
、
『
平
等
覚
経
』
に
説
か
れ
る
「
暫
信
暫
不
信
」
と
専
修
・
雑
修
の
関
係
性
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

珍
海
の
浄
土
教
思
想
の
根
底
に
あ
る
往
生
の
構
造
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
自
ら
を
下
輩
人
と
見
な
し
、
「
凡
夫

の
行
者
は
専
修
得
難
し
」
と
捉
え
る
珍
海
に
と
っ
て
、
一
向
専
精
に
信
受
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
下
輩
人
の
極
楽
往
生
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
「
暫
信
」
に
よ
る
往
生
の
可
能
性
を
立
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、

珍
海
が
『
決
定
往
生
集
』
を
著
述
す
る
た
め
の
動
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
処
胎
経
』
に
い
う
懈
慢
界
と
、

極
楽
の
辺
地
胎
生
を
同
じ
も
の
と
し
、
執
心
不
牢
固
で
あ
る
『
平
等
覚
経
』
に
説
か
れ
る
「
暫
信
暫
不
信
」
の
下
輩
人
が
、

順
次
生
、
す
な
わ
ち
来
世
に
お
け
る
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
珍
海
の
考
え
る
「
信
心
決
定
義
」
で
あ
る
と
理
解

で
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
信
心
決
定
義
」
で
示
さ
れ
る
「
一
向
専
精
」
と
は
至
心
で
あ
り
、
行
と
し
て
は
専
修
に
繋
が

る
。
下
輩
人
は
一
向
専
精
に
信
受
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
珍
海
と
し
て
は
「
凡
夫
の
行
者
は
専
修
得
難
し
」
の
立
場
に
立

つ
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
っ
た
く
逆
の
雑
修
に
よ
る
往
生
（
諸
行
往
生
）
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
が
、
彼
に
と
っ
て
は

現
実
的
な
解
決
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
『
群
疑
論
』
巻
四
「
専
雑
二
修
章
」
に
引
用
さ
れ
る
善
導

の
『
礼
讃
』
に
示
さ
れ
る
「
百
即
百
生
」
の
教
え
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
懐
感
の
説
示
を
逆
手
に
と
り
、
雑
修
に
よ
る
化
土

往
生
を
、
一
向
専
精
に
信
受
で
き
な
い
下
輩
人
の
「
暫
信
」
に
よ
る
往
生
と
看
做
し
、
信
心
に
よ
る
決
定
往
生
の
義
を
提

起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  

第
四
章
「
菩
提
心
正
因
説
」
で
は
、
菩
提
心
の
易
行
化
を
模
索
す
る
珍
海
の
姿
勢
を
考
察
し
て
き
た
。
「
第
五
修
因
決

定
」
二
番
目
の
項
「
別
明
菩
提
心
」
に
お
い
て
菩
提
心
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
、
吉
蔵
等
の
説
示
に
よ
り
菩
提
心
は
往
生
の

正
因
で
あ
る
こ
と
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
珍
海
の
菩
提
心
説
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
発
菩
提
心
は
必
須
で
あ

り
、
そ
の
発
心
の
易
行
化
に
努
め
た
こ
と
に
思
想
的
価
値
を
認
め
る
論
考
が
多
い
。
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
と
こ
ろ
、

『
決
定
往
生
集
』
に
お
い
て
は
、『
往
生
要
集
』
で
源
信
が
示
す
よ
う
な
、「
上
求
菩
提
下
化
衆
生
」
と
い
う
自
利
・
利
他

の
双
修
を
求
め
ら
れ
る
大
乗
の
発
菩
提
心
に
対
し
て
消
極
的
な
姿
勢
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
珍
海
初
期
の
著

作
で
あ
る
『
菩
提
心
集
』
は
、
内
容
か
ら
鑑
み
て
民
間
布
教
を
目
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
性
質
上
、
発
心
の
易
行
化
に

哲
学
的
、
体
系
的
な
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。『
決
定
往
生
集
』「
第
五
修
因
決
定
」
に
お
い
て
は
、
発
菩
提
心
の
相
貌
の
解

説
に
、
慧
遠
の
『
大
乗
義
章
』
に
説
か
れ
る
三
種
の
菩
提
心
説
を
用
い
、
そ
の
最
初
の
相
発
心
を
「
厭
有
為
心
」
、「
求
無

為
心
」
、「
度
衆
生
心
」
の
三
種
に
展
開
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
『
大
乗
義
章
』
巻
九
「
発
菩
提
心
義
」
で
は
相
発
心
を
明
確
に
「
厭
有
為
心
」、
「
求
無
為
心
」
、「
度
衆
生
心
」
の
三

種
心
に
展
開
す
る
箇
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
検
討
の
結
果
、『
大
乗
義
章
』
巻
十
七
末
「
賢
聖
義
」
に
お
い
て
、

頓
悟
の
菩
薩
が
大
乗
に
入
っ
た
際
に
初
め
て
発
す
心
が
こ
の
三
種
心
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
。
ま
た
『
起
信
論
』
で
信
成
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就
発
心
を
直
心
・
深
心
・
大
悲
心
に
展
開
す
る
こ
と
に
法
蔵
が
『
大
乘
起
信
論
義
記
』
で
注
釈
を
施
し
三
聚
戒
に
相
配
し

た
こ
と
、
加
え
て
源
信
が
『
往
生
要
集
』
で
四
弘
誓
願
の
前
三
偈
に
三
聚
戒
を
対
応
さ
せ
た
こ
と
を
も
と
に
、
相
発
心
が

「
厭
有
為
心
」、
「
求
無
為
心
」、
「
度
衆
生
心
」
の
三
種
心
に
展
開
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

三
種
心
に
展
開
す
る
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
『
大
乘
起
信
論
義
記
』
で
三
種
心
を
自
利
と
利
他
に
分
つ
よ
う

に
、
珍
海
に
は
発
心
を
自
利
と
利
他
の
心
に
明
確
に
分
け
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
珍
海
は
利

他
の
菩
提
心
を
凡
夫
に
は
発
し
難
き
も
の
と
捉
え
て
い
た
た
め
、
珍
海
は
十
信
前
常
没
位
中
の
善
趣
に
隣
近
す
る
凡
夫
が

最
初
に
発
す
菩
提
心
を
、
自
利
の
み
の
い
わ
ゆ
る
「
厭
穢
欣
浄
」
の
願
生
心
と
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
を
求

め
る
だ
け
の
自
度
の
み
で
発
心
が
可
能
で
あ
る
と
菩
提
心
の
発
し
易
さ
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
常
没
の
凡
夫
が

発
す
菩
提
心
を
、
『
大
乗
義
章
』
巻
九
「
発
菩
提
心
義
」
に
お
い
て
慧
遠
が
発
心
の
階
位
を
「
広
六
」
と
六
分
す
る
中
、

十
信
前
の
外
凡
が
最
初
に
発
す
「
想
発
心
」
に
該
当
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
十
信
の
終
心
、
十
解
の
初

心
に
あ
た
る
べ
き
『
起
信
論
』
所
説
の
信
成
就
発
心
（
相
発
心
）
が
初
発
心
で
は
、
十
信
（
善
趣
）
や
常
没
の
凡
夫
は
与

さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
広
六
」
の
第
一
に
あ
る
外
凡
、
す
な
わ
ち
十
信
前
の
常
没
位
中
の
「
想
発
心
」

が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
第
一
の
「
想
発
」
と
第
二
の
「
信
発
」
が
ど
の
よ
う
な
発
心
で
あ
る
か
『
大

乗
義
章
』
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
解
決
の
端
緒
と
な
る
の
が
珍
海
が
示
す
「
相
似
発
心
」
と
考
え
ら
れ
る
。『
安

楽
集
』
に
引
用
さ
れ
る
『
往
生
論
註
』
の
「
願
作
仏
心
即
度
衆
生
心
」
と
の
有
名
な
説
は
、
自
度
と
利
他
の
相
成
の
義
を

顕
す
の
で
、
自
利
の
み
の
「
願
生
心
」
で
さ
え
利
他
の
心
が
成
就
す
る
と
珍
海
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
初
の
行
人
は

心
が
麁
浅
で
あ
り
広
済
の
心
を
具
足
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
利
他
を
兼
ね
な
い
自
利
の
み
の
「
願
生
心
」
で
も
浄
信
を
以

て
大
乗
に
随
順
す
れ
ば
、
一
念
十
念
を
も
っ
て
菩
提
心
は
成
就
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
そ
の
初
の
行
人
が
発
す
発
心
を

「
相
似
発
心
」
と
珍
海
が
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。「
善
趣
す
ら
三
心
を
作
す
こ
と
等
し
か
ら
ず
。

増
減
有
る
が
故
に
。
」
と
の
記
述
か
ら
は
、
善
趣
す
な
わ
ち
十
信
位
で
さ
え
「
厭
有
為
心
」、「
求
無
為
心
」、「
度
衆
生
心
」

の
三
種
心
の
発
具
に
増
減
が
有
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
常
没
の
凡
夫
が
初
め
て
発
す
「
想
発
心
」
と
は
違
い
利
他
の
「
度

衆
生
心
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
よ
り
判
断
す
れ
ば
、「
度
衆
生
心
」
を
欠
い
て
い
る
た
め
三
種
心
が
備
わ
っ
た
「
相

発
心
」
に
相
似
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
、
初
の
「
想
発
心
」
を
「
相
似
発
心
」
と
言
い
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
『
相
対
抄
』
で
は
、
凡
夫
は
心
が
狭
く
「
広
済
之
心
」
で
あ
る
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

菩
提
心
を
発
す
の
で
は
な
く
、
菩
提
心
を
愛
敬
・
愛
楽
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
菩
提
を
愛
楽
す
る
（
信
じ
る
）
心
と
し
て

「
近
発
心
」
を
立
て
、
発
菩
提
心
に
代
わ
っ
て
業
主
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
お
そ

ら
く
、
こ
の
「
近
発
心
」
は
『
決
定
往
生
集
』
中
の
「
相
似
発
心
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

第
五
章
・
第
一
節
で
は
、
決
定
業
と
し
て
の
念
仏
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
珍
海
の
立
場
を
、『
決
定
往
生
集
』
を
中
心

に
考
察
し
て
き
た
。
「
第
五
修
因
決
定
」
の
第
三
「
明
往
生
正
業
」
で
は
、
造
仏
や
大
乗
経
典
を
読
誦
・
書
写
す
る
こ
と

も
「
定
業
」
と
な
り
得
る
こ
と
を
珍
海
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
「
定
業
」
が
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
菩
提
心
集
』
に
見

ら
れ
る
同
趣
旨
の
陳
述
に
よ
り
、
『
倶
舎
論
』
等
に
説
か
れ
る
決
定
業
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
「
第
五
修
因

決
定
」
の
第
六
「
明
念
仏
分
斉
」
で
、
現
生
の
十
念
と
臨
終
の
十
念
の
優
劣
を
論
じ
る
際
に
、
珍
海
は
両
者
の
十
念
を
明

ら
か
に
決
定
業
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
珍
海
の
『
名
教
抄
』
「
四
業
義
」
の
説
示
の
よ
う
に
、
大
乗
の
諸
業

に
決
定
業
は
無
い
と
し
た
場
合
、
念
仏
が
決
定
業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
矛
盾
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
第
六
除
障
決
定
」

で
は
そ
の
矛
盾
を
会
通
す
る
た
め
に
、
自
性
と
し
て
の
決
定
業
は
無
い
が
因
縁
に
よ
る
決
定
業
は
有
る
と
の
理
論
を
珍
海

は
用
い
て
い
る
。
そ
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
七
つ
の
衆
縁
和
合
力
に
立
脚
し
た
念
仏
は
因
縁
に
よ
る
決
定
業
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
和
合
の
中
に
は
定
性
は
無
く
、
自
性
と
し
て
の
決
定
業
で
は
な
い
か
ら
矛
盾
は
し
な
い
と
論
じ
る
。『
涅
槃
経
』

「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
遡
っ
て
経
証
を
模
索
し
て
み
た
が
、
珍
海
自
身
は
論
拠
を
示
し
て
い
な
い
の
で
確
固
た
る
理
論
と

は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
因
縁
之
定
業
」
の
説
示
は
、
決
定
業
と
し
て
の
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
が
可
能
と
な
る
こ
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と
を
、
三
論
教
学
に
準
拠
し
熟
慮
し
た
結
果
考
え
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
珍
海
は
念

仏
を
決
定
業
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
「
散
善
義
」
引
用
中
の
「
正
定
業
」
も
珍

海
は
決
定
業
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節
で
は
、
意
業
を
導
く
口
業
の
称
名
念
仏
を
考
察
し
た
。
『
菩
提
心
集
』
で
は
、
口
業
の
称
名
念
仏
は
「
念
よ
り

起
る
」
、
「
念
を
起
し
た
す
く
る
」
と
意
業
に
対
し
て
双
方
向
に
作
用
し
て
い
た
が
、
『
決
定
往
生
集
』
で
は
「
口
に
由
り

て
心
を
引
け
ば
、
自
然
に
定
を
得
。
」
と
、
口
業
の
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
意
業
の
観
想
念
仏
が
導
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
、
直
接
的
に
は
『
浄
土
論
』
の
「
口
を
将
て
心
を
引
き
散
乱
せ
ざ
ら
し
め
よ
。
」
と
の
説
示
を
論
拠
と
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
根
底
に
は
『
往
生
拾
因
』
の
「
三
業
相
応
の
口
業
」
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
「
口
念
」
が
「
心
念
」
を
導
く
契
機
と
な
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
称
名
念
仏
が
「
正
中
之
正
」
で
あ
る
と
珍
海
は
捉

え
た
が
、
あ
く
ま
で
「
口
念
」
は
「
心
念
」
を
導
く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
「
口
念
」
だ
け
で
な
く
「
心
念
」
を
も
重
ん

じ
て
い
た
こ
と
は
、
珍
海
が
「
称
・
念
之
法
」
を
明
か
す
に
際
し
、
「
心
念
」
と
「
口
念
」
を
併
記
す
る
善
導
の
『
観
念

法
門
』
と
『
礼
讃
』
を
用
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
は
心
・
口
の
念
仏
に
よ
っ
て
三
昧
を
得
て
心

眼
を
開
き
見
仏
す
る
こ
と
を
説
く
の
で
、
永
観
や
『
菩
提
心
集
』
の
文
脈
と
同
じ
く
、
珍
海
も
念
仏
に
よ
る
三
昧
正
受
と

見
仏
を
最
終
的
に
は
意
図
し
て
い
た
と
看
做
し
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
節
で
は
、
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
第
十
八
、
十
九
、
二
十
願
の
い
わ
ゆ
る
生
因
願
に
対
す
る
三
輩
の
配
当
を
検
討

し
、
珍
海
が
「
順
彼
仏
願
故
」
の
願
を
第
二
十
願
と
し
た
理
由
の
解
明
に
努
め
た
。
『
決
定
往
生
集
』「
第
五
修
因
決
定
」

で
、
珍
海
は
善
導
の
『
観
経
疏
』
巻
四
「
散
善
義
」
就
行
立
信
釈
中
の
い
わ
ゆ
る
「
浄
土
開
宗
の
文
」
を
引
用
し
、
「
順

彼
仏
願
故
」
の
願
を
「
聞
我
名
号
係
念
我
国
」
の
第
二
十
願
と
し
た
。
称
名
を
「
正
中
之
正
」
で
あ
る
と
評
価
し
つ
つ
も
、

余
行
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
所
、
す
な
わ
ち
諸
行
併
修
に
法
然
と
の
差
異
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
法
然
以
降
の
専
修
念
仏
の
立
場
か
ら
結
論
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
下
輩
人
の
雑

修
に
よ
る
化
土
往
生
」
と
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
そ
れ
以
外
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
第
二
十
願
を
重
視
し
た
根

底
に
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
の
平
安
時
代
に
お
け
る
浄
土
教
研
究
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
新
羅
浄
土
教

の
生
因
願
に
対
す
る
考
え
が
、
珍
海
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
、
『
決
定
往
生
集
』
に
見
ら
れ
る
彼
の
往
生
観
と
、
第
二

十
願
の
つ
な
が
り
を
検
討
し
た
。
第
十
八
願
を
上
輩
人
の
願
と
す
る
新
羅
浄
土
教
の
法
位
・
玄
一
・
憬
興
等
の
立
場
か
ら

は
、
専
修
の
称
名
念
仏
は
機
根
が
劣
る
下
輩
人
に
は
成
就
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
諸
行
併
修
、
す
な
わ
ち
雑
修

を
下
輩
人
の
往
生
の
行
と
捉
え
、
『
平
等
覚
経
』
の
「
暫
信
」
の
人
と
会
通
し
た
珍
海
は
、
憬
興
を
代
表
と
す
る
新
羅
浄

土
教
者
の
第
二
十
願
を
下
輩
人
の
願
と
す
る
考
え
を
援
用
し
、
「
順
彼
仏
願
故
」
の
願
と
し
て
第
二
十
願
を
該
当
さ
せ
た

と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。 

  

以
上
の
検
討
を
通
し
て
理
解
で
き
た
こ
と
は
、
序
章
、
な
ら
び
に
第
三
章
・
第
二
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
善
導
の
『
礼

讃
』
所
説
の
「
百
即
百
生
」
の
文
言
を
も
っ
て
法
然
は
専
修
念
仏
の
樹
立
に
邁
進
し
た
の
に
対
し
、「
凡
夫
の
行
者
は
専

修
得
難
し
」
と
捉
え
る
珍
海
は
、
ま
っ
た
く
逆
の
発
想
で
凡
夫
す
な
わ
ち
下
輩
人
の
雑
修
に
よ
る
化
土
往
生
を
訴
え
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
本
論
の
中
心
を
担
う
珍
海
の
浄
土
教
思
想
の
根
幹
を
な
す
主
張
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
は
現
実
的
な
解

決
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
専
修
は
雑
修
の
対
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
の
修
行
方
法
に
固
執
す

る
こ
と
は
無
所
得
を
標
榜
す
る
三
論
教
学
に
抵
触
す
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
で
あ
る
か
ら
、
『
群
疑
論
』
巻
四
「
専

雑
二
修
章
」
に
引
用
さ
れ
る
善
導
の
『
礼
讃
』
に
示
さ
れ
る
「
百
即
百
生
」
の
教
え
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
懐
感
の
説
示
を

逆
用
し
て
、
雑
修
に
よ
る
化
土
往
生
を
、
一
向
専
精
に
信
受
で
き
な
い
下
輩
人
の
「
暫
信
」
に
よ
る
往
生
と
看
做
し
、「
信

心
決
定
義
」
す
な
わ
ち
信
心
に
よ
る
決
定
往
生
の
義
を
提
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
取
り
も
直
さ
ず
、
こ
の
『
決
定
往
生
集
』

冒
頭
の
序
論
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
「
下
輩
の
人
は
未
だ
一
向
専
精
に
信
受
せ
ず
と
雖
も
、
而
る
に
暫
信
に
由
り
て
亦
、

往
生
を
得
」
と
の
「
信
心
決
定
義
」
は
、
珍
海
の
「
下
輩
人
の
雑
修
に
よ
る
化
土
往
生
」
と
の
主
張
を
示
し
て
い
る
と
考
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え
ら
れ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
こ
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
珍
海

は
発
菩
提
心
の
易
行
化
を
推
し
進
め
、
行
と
し
て
は
諸
行
を
勧
め
つ
つ
も
、
決
定
業
と
し
て
の
称
名
念
仏
を
「
正
中
之
正
」

と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
行
往
生
の
願
で
あ
る
第
二
十
願
を
、
下
輩
人
に
配
す
る
新
羅
浄
土
教
の
説
示
に
依

っ
て
「
順
彼
仏
願
故
」
の
本
願
と
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
珍
海
の
浄
土
教
思
想
は
、
彼
の
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』
や
『
三
論
名
教
抄
』
等
、
多
く
の
著
作
で
培
っ
た
地
道

な
研
鑽
の
積
み
重
ね
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
珍
海
は
多
く
の
諸
経
論
を
援
用
し
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
の
諸
師
達

が
提
示
し
た
様
々
な
問
題
の
会
通
に
務
め
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
珍
海
が
依
用
し
た
慧
遠
や
吉
蔵
の
説
示
が
、

浄
土
宗
三
祖
の
良
忠
や
七
祖
の
聖
冏
な
ど
の
著
作
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
、
浄
土
宗
脈
に
お
い

て
も
問
題
意
識
と
し
て
彼
ら
の
浄
土
教
思
想
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
い
ま
だ
解
明
し
尽
く
さ
れ
て
い
な

い
珍
海
の
浄
土
教
思
想
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
師
に
対
す
る
考
究
も
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
よ
う
。 

 

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
本
論
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
「
化
土
」
に
関
す
る
珍
海
の
仏
身
仏
土
論
や
、
仏
性
論
等

の
検
討
、
な
ら
び
に
今
回
考
究
し
残
し
た
諸
問
題
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 


